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桜の花が咲き春が来ましたが、感染症の問題で先行きの見 

えない不安な世情です。しかし、時間は確実に過ぎていき、 

皆さんの進路決定の時期は容赦なくやってきます。その時の 

ために、自分を成長させるにはどうしたらよいのか、真剣に 

考え、しっかり取り組みましょう。キャリア教育部は皆さん 

を応援しています！ 
 

 

１ 『進路の手引き』を読みましょう 
例年であれば、オリエンテーション時に配り、内容を説明するのですが、 

今回は説明ができません。自分でよく読み込んでみてください。 

①卒業生の進路決定と、合格体験記 
今春は、稔ヶ丘初の国立大学合格者も出ましたし、公務員採用も出ました。

しかし、それは簡単なことではありません。合格体験記も先輩の具体的な勉強

法などを載せてあるのでよく読んでください。 
 

 ②大学新制度入試について 

今年度入試から、「センター試験」が「共通テスト」に変わる 

だけでなく、入試制度がいろいろな点で変わります。P.7～13 

をよく読んでおきましょう。 
 

③専門学校進学 P.14～16・職業能力開発センターP.17 

・就職 P.18～27 など、自分の考えている進路にあてはまる 

ページをしっかり読み込んでおきましょう。 
 

２ 『基礎力診断テスト』「総合学力記述模試」 
に取り組みましょう。 

こんな時こそ、学力を高めるチャンスです。大学・短期大学への進学はもち 
 

ろん、専門学校進学や就職でも基礎学力は重要です。事前課題のある「基礎力 
 

診断テスト」では、課題をしっかりやりきる力も測っています。まだ取り組ん 
 

でいない人は、今から必ずやってください。「総合学力記述模試」を選んでいる

卒年次生は事前課題がないので、これまでの英語・国語などの勉強をしっかり

復習して、テストに取り組みましょう。自宅であっても、教室で受験するよう

な真剣な気持ちで、時間をしっかり守って自分の実力を確かめましょう。年次

の先生の指示に従って、必ず遅れないように提出してください。 
 

☆進学希望者向け「各社模試」は 4/14にはある程度の連絡をできるように調整中です。 

令和 2年４月０6日 キャリア教育部 発行 

自立した未来へ 

決まり次第HP でお知らせします 



３ 予約奨学金説明会 4 月 14 日（火）教科書販売日  
今年度卒業予定で予約奨学金を申込みたい生徒は必須！ 

12ː20～12ː50                      

15ː55～16ː25  
 高等教育無償化法案によって、昨年から給付奨学金が大きく変化しました。 

家庭の経済状況で進学が難しいと思っていた人も、もう一度考えてみよう。 
給付奨学金対象となる生徒（選考基準） 

①成績基準 評定平均が 3.5 以上  

   ※評定平均が 3.5 未満の場合、レポートまたは面接を行い、学修意欲の確認ができたもの。 
                                    

②家計基準 （両親・本人・中学生の家族 4人世帯の場合の目安。） 
 

「世帯年収約 300万円以下」の場合 上記援助額の 2/3 大学 計 94万円 専門学校 計 71万円 

  「世帯年収約 380万円以下」の場合 上記援助額の 1/3 大学 計 47万円 専門学校 計 35万円 

稔ヶ丘での、昨年度の申し込み・採用状況  
給付奨学金申し込み者 33名 採用 27名 不採用 6名  

貸与奨学金一種申し込み 63名 採用 35名不採用 28名    進学する稔生の半分弱が利用 

二種申し込み 28名採用 26名 不採用 2名 
 

※ご家庭が「給付型奨学金の条件」に該当するか JASSO のホームページ 

http://www.jasso.go.jp/ の「進学資金シミュレーター」で確認してください。 
 

☆奨学金の申し込みにはマイナンバーが必要です。申し込み考えている場合、本人と、生計

維持者全員のマイナンバーをご用意ください。 
   

4進路が決められない、どうしていいかわからない人 
  自分のやりたい事、進みたい道が決められない人、まったく動き出せない場合や、それどころか進級

も危うい場合。事前に学校に電話をして日時を約束すれば、先生方や「 Y S W
ユースソーシャルワーカー

」の支援をうける

こともできるので、担任の先生やキャリア教育部の先生に連絡してみてください。 

※自宅学習の期間でも事前に予約が取れれば、登校可能です。 
 

 

5キャリア教育部の先生を紹介します 
●キャリア教育部専任（プロパー）の先生 

 

荒井 邦夫  先生 全体、進学、進路行事、奨学金等、キャリア教育部主任 

黒木 奈都子 先生 大学・短期大学進学、共通テスト、進路状況 

山本 幸生  先生 就職指導、インターンシップ、進路状況 

加藤 ますみ先生 専門学校進学等、キャリア通信等、推薦 

山下 肇  先生 相談全般、専門学校進学等 

布施木 展子先生 相談全般、上級学校から届く資料管理等 

●キャリア教育部所属の年次の先生 

１年次 岡先生・樋口先生 ３年次 疋田先生・高安先生 

２年次 亀井先生・関先生 ４年次 藤掛先生・宗先生 

  

 
 

「市町村民税所得割が非課税（世帯年収約 270万円以下）」                 

私立大学の場合  給付 46万円 入学金減免額 26万円  授業料減免額 70万円 計 142万円 

専門学校の場合  給付 32万円 入学金減免額 16万円  授業料減免額 59万円 計 107万円 

 

 

場所 3 階大講義室  同内容、どちらかに参加してください 
 

変更の場合は、前日までに H.P.に載せます。 HP で近日中に代替案を 

お知らせします 


